
《研修講座》 

【A コース】 

A 博多湾を中心として（マリンワールド）コース （半日） 

  

定員 40 名 

（最少催行人数 15 名） 

参加費［5,000 円］ 

8 月 7 日（木） 
12:30 会場出発（バス内で弁当配布）→13:30 マリンワールド着、入場 →14:00 レクチャー

開始 →16:00 フリータイム（バックヤードツアー自由参加）→17:30 マリンワールド発 →

18:30 博多駅着 →19:00 福岡空港着 

 水族館をはじめとする博物館が持つ役割には「娯楽・ レジャー」「研

究」「教育」の３つの面があり、いずれの博物館もそれ らの実現のた

めに様々な展示、企画、イベントを工夫しています。今 回は、特別にマ

リンワールド館長である高田浩二氏のガイドをお願い いたしました。

普段何気なく通り過ぎる水槽の前で、生き物の生態や エピソード、水

槽の構造、展示の苦労など、館長でなければできな 

いまさに生きた情報や知識をレク チャーしてい

ただきます。特に、施設立ち上げ時 の理念でもあ

る「教育現場としての水族館」とい う観点から、学

校現場の人間にとって示唆に富んだ話を伺う 

ことができます。レクチャー後には様々なイベントや展示物をお楽しみ下さい。 

注意事項 ◎費用にはお弁当代が含まれます。バス内でお召し上がりください。 

 

 

 

 

【B コース】 

B バイオインフォマティクス講習会 （半日） 

  

定員 30 名 

（最少催行人数 な

し） 

参加費［無料］ 

8 月 7 日（木） 14:00 受付（九大箱崎キャンパス） →14:30 講演・実習 →17:00 終了 

最近のＤＮＡ領域の学問の進展は目を見張るものがあります。高校生物のこの単元も毎年のように新たなジャンルが付け加

わり、研修が追い付かないことも多々あると思います。シーケンサーひとつとってみても、ヒトゲノム計画の時代と隔世の感

があります。ビッグデータと呼ばれる膨大な知見を処理するコンピュータの発達も指数関数てきなものがあり、一年前には不

可能であった実験が可能となることもよく耳にします。この膨大な遺伝子領域のデータを取り扱う「バイオインフォマティク

ス」の領域も日々変わりつつあります。そのような内容の一端にふれ、実際にインターネットを使用してＤＮＡやタンパク質

情報にアクセスする経験をすることが、高校の授業にも話題の幅を持たせることになると思います。 

福岡県生物部会では九州大学のシステム生命学府と連携して１０年にわたり「バイオインフォマティクス・夏の学校」を開催

してきました。この日生教の全国大会を機に全国の先生方にもその一端に触れていただきたく計画をしました。福岡の土産話に

ぜひどうぞ。 

注意事項 ◎実習の都合上、終了時間が下がる場合もあります。 

◎西南大学から九州大学箱崎キャンパスまでの地下鉄代￥２９０は各自の負担となります。 

 

 

 

 

 

 



【C コース】 

C 有明海の生き物観察と有明海の珍味を味わう（1 泊 2 日） 

  

定員 20 名 

（最少催行人数 15 名） 

参加費［35,000 円］ 

8 月 7 日（木） 
バス車内で昼食→ムツゴロウランド(ムツゴロウ観察と月の引力を体験〜満ち潮)→おきのはた水族館(有明

海の生き物の観察)→柳川藩主立花邸 御花(有明海に関する講話)→夜明茶屋(ムツゴロウ活け作り，ミドリ

シャミセンガイ，マジャクの唐揚げなど有明海の珍味を試食)→宿へ 

8 月 8 日（金） 
福岡県水産海洋技術センター有明海研究所(海苔養殖)→塩塚川河口(20 年ぶりに自生が確認された塩塚川河

口のシチメンソウなどの塩性植物観察)→三井倶楽部(昼食)→荒尾海岸(ラムサール条約登録の干潟でマジャ

クの筆釣り)→16:40 福岡空港→17:20 博多駅 

宿 舎 
［柳川藩主立花邸 御花］ 

〒832-0069 福岡県柳川市新外町 1  TEL 0944－73－2189 

有明海ができたのはせいぜい 1 万年ほど前のことです。それ以前の氷河期には現在

より海水面が 100m ほど低く，九州と朝鮮半島とは陸つながりだったために,現在の有

明海の生きものは朝鮮半島西南部と類似しています。また，面積約 1700km2の大きな干

潟を有する湾で，有明海の干満差は日本一大きく最大で 6ｍにもおよび，干潮時には沖

合 4～6km まで干出します。さらに，たくさんの大河が流れ込むために塩分濃度が低く,

昆布やわかめの生育しない“汽水の海”と表現されることさえあります。このような特

殊な環境でノリ・クルマエビ・貝類の養殖をはじめ独特の生態系ではぐくまれたアリア

ケシラウオ（キュウリウオ目シラウオ科）などの固有種やミドリシャミセンガイ（腕足

動物門），ワラスボ（スズキ目ハゼ科），ムツゴロウ（スズキ目ハゼ科），エツ

（ニシン目カタクチイワシ科）などの大陸系遺存種が生息しています。 

今回の有明海野外研修では有明海の特産種を観察し，郷土料理店では食材

として召し上がっていただこうと考えています。ムツゴロウの寿司は絶品で

す。是非味わってください。また，アナジャコ（ヤドカリ下目・アナジャコ科）

の独特の漁も体験していただき，大会テーマの“「もの」への理解から始まる

生物教育”を具現化したいと考えています。まさに，“観て” “食べて” “楽

しむ”ことで“考える”研修にしたいと考えています。 

研修で試食する希少種（水揚げによりメニューは変更することがあります） 

ミドリシャミセンガイ，ワラスボ，ムツゴロウ，エツ，アナジャコ， “ワ

ケノシンノス”イシワケイソギンチャク， “クッゾコ”アカシタビラメなど 

宿泊は観光地柳川の中央に位置し，「おきのはた水族館」，「夜明茶屋」に徒歩で移動できる平成 23 年に松濤園を含む敷地全体

が「立花氏庭園」として国の名勝指定された柳川藩主立花邸 御花でゆっくりとくつろいでいただきます。 

旅の案内をしていただくのは，熊本県立大学環境共生学部学部長の堤 裕昭（つつみ ひろあき）教授です。 

注意事項 ◎ 持ち物 野外散策用の靴や服装（8 日の荒尾海岸では干潟に入るので長靴を準備ください） 

帽子，リュック，雨具，水筒，双眼鏡など 

◎ 猛暑の中の移動が予測されますので，十分なサイズの水筒をお持ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真を追加 



【D コース】 

D 福岡県の植生と巨木めぐり 

―立花山のクスノキ（国指定特別天然記念物）、若杉山、宇美八幡、大宰府の巨木

－（1 泊 2 日） 

定員 20 名 

（最少催行人数 10 名） 

参加費［27,500 円］ 

8 月 7 日（木） 
13:00 会場出発（バス車内で昼食）→14:30 立花山着→クスノキ原生林と照葉樹林観察→17:30 立花山発→

18:00 久山温泉着→18:30 夕食→21:00 福岡県の巨木及び植生講演→22:00 解散 

8 月 8 日（金） 
8:00 宿舎発→8:30 若杉山着→スギ巨木群と照葉樹林観察(昼食)→12:00 若杉山発→12:30 宇美八幡着→巨木

クスノキ観察→13:00 宇美八幡発→13:50 太宰府着→ 巨木観察（希望者解散）→14:20 太宰府発→福岡空港

→15:30 博多駅着（解散） 

宿 舎 
［レイクサイドホテル久山］ 

〒811-2501 福岡県糟屋郡久山町大字久原 1822  TEL 092－976－1800 

この研修会は巨木と植生をセットで学ぶことができます。巨木という巨大生物

を目の当たりにすることで、生物に対する魂が揺すぶられ、生徒に伝える教材

として最適であると思います。巨木は環境のバロメーターであり、植生と密接

な関係があることも重要です。また、照葉樹林の本場「九州の森」の一部を観

察することができます。 

 １日目は福岡市の郊外にある立花山（367m)に行き、スダジイ林など照葉樹

林を観察し、途中、見晴らしのよい三日月山（272m)から福岡市を一望し、本

国唯一のクスノキ原生林へ向かいます。そこはクスノキ自生の北限であり、学

術的に貴重な樹高 30ｍのクスノキが 600 本鬱蒼と茂っています。宿泊地の久

山温泉は近くにあり、緑豊かな照葉樹林の中にあります。 

２日目は、宿泊地から遠くない場所にある若杉山（678m)の中腹で、スギ巨

木群を観察します。全部で 5 本、なかには縄文杉に近い胸高周囲 16.2m のもの

もあります。このような杉を育んだ照葉樹林も興味深いものです。次は宇美八

幡の 20 本余りのクスノキの巨木観察です。なかでも国指定天然記念物「衣掛の森」・「湯蓋の森」は胸高周囲 20ｍ、15,7m であ

り、１本で森のように巨大です。最後は太宰府ですが、ここには、国指定天然記念物の巨木、クスノキ２本とヒロハチシャノキ

１本があります。そのほかクスノキ 50 本以上、ウメ 600 本などがあります。 

注意事項 ◎ 持ち物 野外散策用の靴や服装、帽子、リュック、雨具、水筒、虫よけなど 

◎ 猛暑の中の移動が予測されますので、十分なサイズの水筒をお持ちください。 

 

 

【E コース】 

E 平尾台の自然観察と博物館バックヤードツアー（1 泊 2 日） 
定員 15 名 

（最少催行人数 10

名） 

参加費［26,000 円］ 

8 月 7 日（木） 
13:00 会場出発（バス車内で昼食）→14:30 いのちのたび博物館（バックヤードツアー）→17:30 博物館発 

→18:10 宿舎着 →夕食 →平尾台に関する講演 

8 月８日（金） 
8:30 宿舎発 →9:30 平尾台ビジターセンター着 →平尾台野外観察会（12:00 昼食）→13:15 平尾台発 →

14:15 小倉駅着 

宿 舎 
［小倉リーセントホテル］ 

〒803-0811 福岡県北九州市小倉北区大門 1－1－17  TEL 093－581－5673 

日本三大カルストのひとつである平尾台では、独特な地形（鍾乳洞、羊群原な

ど）が観察できるだけでなく、希少な植物の観察、湿原や草地など遷移の過程

の観察を行うことができます。今回の研修では、この平尾台で長期にわたり研

究や保護活動をされている曾塚孝先生にガイドをしていただき、植生や地史の

レクチャーを受ける予定です。また、同じく北九州市の有する自然史・歴史博

物館（いのちのたび博物館）のバックヤードを山根明弘学芸員にガイドしてい

ただき、「地域における博物館の役割」という観点でレクチャーを受ける予定で

す。福岡は自然と人との距離が近い地域です。この実習を通して、平尾台の草

原から「自然の息吹」を、いのちのたび博物館から「人と自然のかかわり」を

感じていただくことができたらと考えております。 

注意事項 ◎ 持ち物 野外散策用の靴や服装、帽子、リュック、雨具、水筒、虫よけ、懐中電灯など 

◎ 猛暑の中の移動が予測されますので、十分なサイズの水筒をお持ちください。 



【F コース】 

 

F 津屋崎から生物と環境を考える（2 泊 3 日） 
定員 20 名 

（最少催行人数 15

名） 

参加費［33,000 円］ 

8 月 7 日（木） 12:30 会場出発（バス車内で昼食） →13:30 津屋崎到着 →14:00 津屋崎干潟での生物採集 →16:30 九州大

学水産実験所にて標本整理 → 18:30 宿舎到着・夕食 →21:00 ウミホタル採集 

8 月 8 日（金） 8:00 宿舎出発 →8:30 乗船実習（採泥器によるナメクジウオ採集） →10:30 下船・標本整理 →13:00 地引

き網体験 → 17:00 吉国教授による講演 →19:00 夕食（漁師の方との交流会） 

8 月 9 日（土） 6:00 宿舎出発 →6:30 恋の浦海岸での磯の生物・珪化木観察 →9:00 鬼倉助教による講演 → 

10:00 クリークでの淡水魚採集観察 →12:00 薬王寺温泉にて入浴・昼食 →16:30 福岡空港到着 

宿舎 ７～８日 正直亭旅館  福岡県福津市津屋崎 4-2-16  TEL 0940-52-1045 

 福岡市と北九州市の間に位置し、玄界灘に面した小さな港町である津屋崎。この津

屋崎には、干潟・海・水田という３つの自然環境が凝縮されて存在しており、その豊

かな環境それぞれに、カブトガニやニッポンバラタナゴなどの希少な生物が生息して

います。 

 今回の研修では、この豊かな自然が残る津屋崎を中心として、干潟→海→水田と３

日間それぞれに環境を変えて実習を行い、皆様に「環境とそこに生きる生物との関わ

り」を実感していただきたいと考えております。 

 １日目は、津屋崎に到着後、干潟での実習として、入り江となっている津屋崎干潟

で生物採集を行います。入り江の最奥部の泥質干潟では、カブトガニも観察することができます。夜は、新鮮な海産物を味わっ

ていただきながらの懇親会の後、海岸沿いからウミホタルの採集を行う予定です。 

 ２日目の午前は、調査艇に乗船し玄界灘の沖合へ向かいます。沖合では、採泥器に

よる生物（特にナメクジウオ）の採集を行います。午後は、地引き網体験の後、九州

大学農学研究院の吉国通庸教授から「マナマコの産卵誘発ホルモン クビフリン」に

ついてのご講演をしていただきます。また、夕食は、津屋崎漁港の漁師の方をお招き

し、近年の漁場環境についてお話を伺う交流会（BBQ）を予定しております。 

 ３日目は、早朝に恋の浦海岸付近へ向かい、磯の生物を観察するとともに、大規模

な桂化木の地層を観察します。その後は、九州大学農学研究院の鬼倉徳雄助教から、

「農業用水路に生息する淡水魚の分布モデリング」についてご講演をしていただき、

実際に水田に広がるクリークに生息する淡水魚を観察します。 

 以上のように内容は多岐にわたりますが、この研修を通して、津屋崎の多様な環境とそこに生きる生物の息吹を余すところな

く体感していただければと思っております。また、新課程の生物基礎・生物を教えるにあたり、今回の研修内容を生態系分野の

授業などにお役立ていただければ幸いです。 

注意事項： ①持ち物 帽子、タオル、着替え、水着、雨具など（長靴はこちらで用意いたします。） 

      ②濡れてもよい動きやすい服装でお越しください。（特にサンダルは危険ですのでお控えください。） 

 


